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2026年 10 月 4日 

 

 

日本基督教団 神 戸 聖 愛 教 会 
教会創立 1882年3月1日（今年は教会創立144年） 

牧 師 小  栗    献 

〒651-0092 神戸市中央区生田町 1-1-27 
                       ☎ 078-221-7547 https://www.kobeseiai.org/ 

 

（三位一体後第 18 主日礼拝） 

 

週  報 

種まく人 Vincent van Gogh 

https://www.kobeseiai.org/


 

“神に従う人は誇らかに喜び祝い、御前に喜び祝って楽しむ” (詩編 68編 4)  

みんなの教会になる 楽しい教会になる 新しい教会になる 

ものみながあなたに目を注いで待ち望むと、あなたはときに応じて食べ物をくださいます。 

 

主日礼拝順序               2026 年 10月 4 日  

午前 10 時半 

   司 式・小 栗 牧 師 

   奏 楽・梅 嶋 法 子 

  

前    奏  

招 き の 言 葉  詩編 145 編 15 司  式  者 

賛  美  歌  223「造られたものは」1.4.7 一 同 起 立 

罪 の 告 白    収穫感謝の罪の告白（週報 4面・スライド）     〃 

賛  美  歌  32「キリエ」     〃 

祈    祷    山 崎 執 事 

聖 書 朗 読 コリントの信徒への手紙二 9 章 6-15 (新 335 頁)     〃 

賛  美  歌 39-6「ハレルヤ」 

聖 書 朗 読 マルコによる福音書 8 章 1-9 (新 76頁)       〃 

音 楽   

説    教  豊かに蒔く 小 栗 献 牧 師  

祈 祷  

――  沈 黙 （御言
みことば

を思いめぐらす時） ―― 

 

賛  美  歌  386「人は畑をよく耕し」1.2.4 一 同 起 立    

主 の 晩 餐  （教会の契約・83「聖なるかな」・主の祈り・81「主の食卓を囲み」) 

とりなしの祈り  

賛  美  歌    91「神の恵みゆたかに受け」 

祝  福                        

後    奏   

 

（健康のご都合によっては、着席のまま礼拝に参加してください） 

※ 賛美歌、使徒信条は『讃美歌 21』交読は交読詩編です 

◎本日の礼拝当番 (司式) 小栗牧師（山崎執事） （礼拝) 4 グループ 

次週 (司式) 阿久田彰夫執事   (奏楽) 井筒知子  

  （礼拝) 4 グループ 

 

（三位一体後第 18主日礼拝） 

 

総主題 「喜びに生きる」 



◇収穫感謝祭の罪の告白◇ 

 

司式者：恵みの神さま、あなたは今年も豊かな実りを与えてくださいました。 

会 衆：あなたはいつも良いものでわたしたちを満たしてくださいます。 

 

司式者：水、太陽、土、草花、木、魚、虫、動物、風のそよぎ、空の美しさ。 

会 衆：そして人間のいのちをありがとうございます。 

 

司式者：しかしわたしたちは、どん欲と傲慢のゆえにそれらを傷つけてきました。 

会 衆：今､地球も植 物も動物も人間も痛みの声をあげています。 

 

司式者：慈しみ深い神さま、あなたが食べきれないほどの糧を与えてくださったの

は、 

わたしたちが分かち合い、助け合うためだと信じます。 

会 衆：それなのにわたしたちは、収穫を自分の倉だけにためこもうとしました。 

 

司式者：どうかわたしたちの罪をゆるしてください。 

会 衆：あなたに感謝し、つくられたすべての生命を大切にし、 

 たべものを分かち合う道へとわたしたちを導いてください。 

 

一 同：世界の主、イエス・キリストのみ名によって祈ります。アーメン。 

 

沈黙 

司式者：神は、あなたがたがいつも全てのものに十分で、あらゆる善い業に満ちあ

ふれるように、あらゆる恵みをあなたがたに満ちあふれさせることがおできになり

ます。 

 （Ⅱコリント 9 章 8節） 


